
1】各種蛋白質飼料の魚粕代替効果  

に関する試験  

斉藤伝書．殿内正芳．満水明良  

掴■≡† ′的∴言  

・∴近年急激拡動物蛋白源が減少し，輸入魚粉価格が高騰してきたため．40年既において育娩飼  

1料について．：従来の魚柏をぺルーミール．大草粗 メチオニン1こ代替した飼料について検討した  

が，二言今年は産卵親を主体として検討する。  

∴方’．∴二・法  

．供試鞠は外国鶏ハイヌドルフネルソソ種ちりH誹124羽中雛飼料は一般市販飼料を70日ま  

で特車し．＝日に1U U羽（1区）と2口羽（2区）に区介し次表窄飼料を給与した。  

（表1・）   

給与期間は71日令より150日令まで（d0年10月2・5日－41年5月12日）  
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表1・大難銅料町倉割合・：：  
、  

ニ 
，．＝ 

1区   忘を－已聖、 2区   －   

一、  

とうもろこし   与0．〔十   5OIU・二†   己  

マ  イ  ロ   2ロ．u   25．【〕   親  脂  

ふ す  ま   R．U   1，0   粗  横  

脱脂米犯か   4．u   5．U   粗 灰  
†・ヽ  

ぺルーミール   5．5  T D 

大 豆 粒   ス5  11：u   

落花生油粕  2．U   

怖 突 放粗  1．U   

アルファルプ7モー「／レ  5．U  4．U   

尿酸カノル′ウム   5．U   2．d5   

食  塩   0、d   D．5   

第2隣蚊CO   0，25   口、d   

ビタミソAD3   0．1   

ビタミ∴／ヨ0   0，U5   C．05   

オオバイト（UG〇）  0．1           0．1   

1区   2 区  

白質   1d、d   14，5  

肪   5．5   5．U  

維   5．1   5，5  

分   ふ8   ふ5  

N   d白、5   dR．1  

15U口令で4I芙にわけ．大旗飼料の2区の羽数を各区5羽宛配分し，1区うU羽として単軸   

サー㌔に収容し．成顎和料を拾ちした。   

給与醐斗は表2のようである¢  
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衰2． 成鵜飼料配合割合  

区分   1  区   配合  2 区   ち 区   4  区   僻 考   

とうもろこし  51．0（4史5）  50．U如．ち）  52，U（5057）  51，u（d鼠57）   〔）内は  

マ イ ロ  1a．0   18．u   18，U・   7月1占Flより  

脱胎米ぬか  R▼じ（スU）  5．5（4．5）   2．U   2．U   給与した飼料  

ベルーミール   5．U  より変責した  

魚荒粕（地プラ）  ムU  配合割合へ  

大  豆 粕   10．U   1D，U   21．U   11，U   

落花生油柏   2．2   4．7  又8   

柿 実 油絶  2、U   

アルファルタアミィレ   2．U   2．U   2．U   2．U   

炭酸カルックム   2．5（5、U）   2．5（5．U） 2．57（5．U）   2．57（5．U）   

食  塩   8，5（055）   仇5（055）・   n5（C55）   0．5（0．55）   

第2燐敢00   D．5（0．8）   0．5（0．8）   0，5（0．8）   0．5（0，8）   

ビタミンA工IS   玖1   0．1   0，1   ロ．1   

ビタミン丑0   0．D5   0．U5   0．U5   0，U5   

ネオバイド（UGS）  1．U（ロ）   1．【】（U）   

ビタミソB12  0．U5  0．U羊  

ミネフィード¢   0，05   0，U5   U，U5  0．U5  

DL－メチカニソ  0．1   0．1   

フラゾリドン   伽）   （0，1）   0．1   0．1   

ビリメタミソ   0．1（Ol）5）   0．1（0ロ5）   （几05）   （0．U5）   

計   100．り   1UO，U   

粗  脂  肪   5、2   5．U   5．古 瓦d   2．9   2．9   2．9   2．9   

粗  幼．推   5．1  5．ロ   5，5 5，1   

槻責 白∴質   1d．71ム7  

1ロU，U 1・ム71ム8  1t】0．U          llム71る・‘  1ム8 1ス1  
組   成 分   ス1  見8   7810．5   d．ち   只U   

T   l）   N  占8．1 るd．U   ‘R．ち dd．1   dR．d dd．d  dR．5 d占．5   5．0  う．U  5，8  5．5                d，2  R．9  
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調香項目  

（l）体発刊定。 

重とする。・  

（21飼料糟憬調査。匂■月末■・  

（3）飼料要求率占 毎月末  ＝  

（射 顔卵摺杢。個体別。卵放と卵重‘，毎日   

（5）健康状態   

成  横  

L l、申雛飼料期間51日－7二、D由（＝年10月15日⊥・d【年12月24日までdO日間）  

本期間は附こ一般市販申雛飼料を給与し．その発育状態を調べた。  

表i 申雛期間の成輯  

7U持合ト  1日1羽当  

開始塘畔均休壷    生存羽薮  ｛睡率  平均比尭  飼料摂取量   飼料要畢率   

±90．d  〔4芸警乙㌍ 

124羽  士52．7 225，8ダ  122羽   9日．き％  745ダ   59グ 〕  45咋  

轄死は11月2d日1羽 

得なかった。7 0日令時に発育がやや悪いもの・・2羽（55U ダ．4 85ダ）－ と  

相当悪いもの2羽があらた。  

（5dログ． d7ロダ）   

2・大雛飼料期間（4－u年12月25Fト41年5月12日まで788問）：   

供試鶏を1U口羽と2u羽の2区にわけで．＝ヌ（1uu羽）にべルーミールを配合した。  

CP14・d・でDNぬ2犀’（如羽）には魚粕榊給与の油粕頬で代替した8c早1†・5・TDNd8・  

1の飼料を給与した。‘・  
表（4） 大秋期間発育体重  

区別   開始時   開始時体重   1uo日令体重  羽数   15U∈吟味重  刃力数  15q令体登  羽数   

1区   1Uu羽  755之妙2フグ   11u2録し独占   99   1≡ち5±ヨ50，4  9≠  1双J5、賊242   9d   

区   21〕  7聴9ち   11nl．唖，U   2U   1554±141．9   十＋？  1d14．与ゼ2B5  い9 
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大総飼料へ切替え忙あた少10D羽群と2D羽群に区分したが、体重は同一にすることが出  

来ず、100羽群は平均755．2ダ土82．7ダ、2口羽1王枇ヒ75る．8タ士d9．5ダで、その差  

は1d．4ダであったが、100日今ではほとんど差は孜く、15nヨ今では2区が21才大き  

く、150日今では11ダ2区が大きかったが、これは検定の塘果有意差ではモく、従って大  

観の飼料で吐魚柏を与えず忙、油梢頬で代替した飼料でも発育には差の孜いことが解った。飼  

料の摂取熟ま1D0日令までで2区は1区より98．5ダ、150日令までで290．5タ多かつ  

た。148日令では1区が545．5許多かった。71日令から148日今までの横車摂取竪は  

45，5ダ2区が多かったが、要求率は1区が8，174＼2区が・ろ9る9であった。これは増俸  

農が2区が1区エり2ろ5牙大きかったためである。   

疾病の発生状態は1区忙10Dロ令まセ忙1孔150日令まで拓5羽の附帯が発生したが、  

これは神経型白血病と思わ九る。2区は148日今まで忙1羽内噸型白血病てぺい死した。   

蔑卵開始状態は148日令jで忙1区が29羽29痴産卵を始め、2区吐7羽55多産卵を  

始め産卵開始状況も飼料葺は薇hエうである。   

5．産卵粗飼料期間（149日合以降251日令まで）5日～10日   

中樅飼料の1口口羽を24羽あて4区とし、20羽を5羽あて4区に分け、1区らたり29  

羽の4区として産卵鵜飼科に切り替えた。   

初産時の状況  

表7 初産日令、卵茎、体華   

大鶴飼料給与中産卵開始羽数  
初産日令   初産卵貰   初蚤体項  

〇0羽群  20羽群   封   
1  区   155．る十 8．る  41．8±4．65  1d55．8±175．5   6   2   8   

2   】茎   154．1士10，1  42．2士5．る0  1占0〃±1795   7   8   

5  区   151＿8± 8．1  41．5±5．97  1△05・9±158．7   8   2   10   

4   区   152．9± 8．る  42．D±4．05  1る55・7士198．1   8   2   10   

初産日令は151・8～154・1日でその差は2．5日で、各区間に有意差は夜かった。  

初産卵奄は41・5才～42・2ダであり、初産体電は1る□5．9才～1d55．7ダであって，と  

もに検定の結果有恵差注なかった。  
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表8．5．0須恵卵に凄した日令と卵蚕  

日  令   卵  重   

1  区   1る0   47二2±5．78   

2  区   1‘1   48．5±5．51   

5  区   15   5占．9±2．85   

4  区   155   4る．9±5．54  

50痴産卵に達した日今は5区4区が155日令1区1占0日2区が＝＝田舎でちり、平均 

卵寛は5区がたまたせ低かったが、地区はI割烹47g前後であつで有意基はなかつ九  

表貴 大根雨科の差異と初産時の状況  

初 産 日 令   初 産 卵 琶   初 産 体 重   

100羽群   155．4±8．94   41．占±5．74   1d22．4土170．占   

20羽詳   151．4土子98   42．5＋4．占   1占41．1＋121，5  

大熊飼料の差意が初産時の状況昨及麿ナ影響は認められず、ペルーミール給与の1〇0羽評注、  

動物蛋白無給与の20羽帯エりも、数値の上ではかえってやゝよい状態であったが有意の差で蛙   

なレ㌔  

4．産卵状況及び飼料摂取景   

（1）産卵が50痴に達した日今は15ち日金から1dl日令で5月19日から同25日の問  

であった。早いものは5月1日よ少産卵を始め、4月に入って蔑卵を始めたのは1区2羽  

2区4羽、5区1羽、4区1羽てあって、産卵率は5、4、1、2区の傾であった。  

表1口． 5 月中の成碩  

産  卵  1日1羽当り  
区分  延羽数  零二乗寒   

月末  
黍  盈   平均卵重  奉   軽卵景   調教  

892  289一   15499   4る．7   52．4   15．1   942   占．225  

2   899  2る0   12125   4dム   2B．9   15．5   95．5   
十 

d．950  29   

5   899  5d2   1d7占1   4る．5   40．5   18．占   94．0   5．ロ45  29   

4   881  545   1占450   47る   39.2 18．d   95．1   5．098】  28   

丁†■21－   
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産卵数の4月～占月重での5ケ月間の成横では区間に有意差は認められ孜かったが、産卵率  

及び1日1羽当り産卵竜は2区がやゝ良く、1、5、4、区は87痴で同様であった。贋求餐  

も2区が2．25‘7で5．4区が2．5台でう区が2．4であった。  

■  
泰114～占月の産卵数  

1  区   2  区 5  区   4  区   

羽教   27   27   28   2占   

個数   2107   2275   2251   2112   

菅平均  78．04±15．占1  84．19±712   79．占B±972   81．25±8．11   

襲12 7～9月の蓬卵数  

1  区   2  区   5  区   4  区   

羽教   2d   25   28   25   

個数   1占27   18d5   1占97   1795   

平均  る2．6士1チ89   74．る士8．59   占D．る士25．49   71．8．±12，50   

7月から9日までの5ケ月間で填、孝雄博昭諸ルて宿意菱が認められた。   

表15 7 日′〉9月の竜卵数有意差乗  

2   5   4   

5感哨   

2  ノ撃   ＼  登  

5  歎  5多登   

4  5秀昭  5帝：肇  

1区怯2区4区上歩悪く5区と同様であり、  

2区は1区5区上り良く4区と同様セぁも  

51草枕2電4区より悪くて区と同t環であも  
4区は1区5区より長く2区と同様であるけ  

従って1．5iざが悪く2・4区が良く，2区  

4区1区5区の順であった。   

平均卵奄は5区がやゝ低く約54伊で、地区に比較して約1才低く、1日十瀾当り生産量は2  

区、4区が45．42ダで、1区5区が57才台であった）飼料の摂取垣は2区と4区が101㌢  

台で、1区が10Dダ、5区が9占矛であった  

案14 4「一9月の覆卵教  

1  区   2  区   5  区   4  区   

羽数   28   27   29   2占   

個数   57る占   4158   59占8   5922   

平均  154．5士58．42  1552±24．占5  15占．8＋5455  150．8±21．占2   
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4月から9月・塵での占ケ月の象卵では有意叢が認められモかった。   

産卵率点2区4皇草5耳1等号の慣で、1日1羽当りの隼寮畳も同一憤位でちった。  

飼料の卿支社は2草4区1区5区の頓で、約1日1羽当り1D2～10dダで、要求黎は2区  

4Fl区5区の頂て杓2・5～乙5であったo   

t3）表15 棄却検定後の産卵塾と卵嚢  

有 意 差  
区別  月別  羽 激   個数   平  均   数   卵領   平   均  

卵 数   卵 韮   
4  27   727   2る．9 ±5＿74   2る   1555  52．8士4．4畠  な し   な し  

5  27   72D   2スD4±5．0占   24   1520  55．9 ±4．49   〝   ′  

占   2占   占7占   2る．0士4．17   24   1524  55．1占士5．占   有   有  

7   25   る占1   2占．4 ±5．92   24   1505  54．4 ±5．2   有   な し  
8   25   541   21．占 士709   19   1070  5占5 ±424   有   孜 し  

9   2る   42〔1   1く～．15±8．41   21   120D  5ヱ1±4一る7   な し   を し   

4   27   759   28．1±1．2d   28  1445  51．占 ±2．78   な し   改 し  

5   27   779   2∈i．85±5▲08   25   15占2  〝   ■  

占   2d   725   2780±2．41   25  1557   有   有  
2  

7   25   709   28．4±2．01   24   1510  54Jら ±55る   靖   を し  
8   25   占d5   26．6 ±2．5占   25  1595  有   孜し  

9   2占   491   1∈i．88＋ヱう9  21  1195   孜，し   なし  

4   27   745   2ス5 十2．4占   28   1419  5D．7±2．98   改 し   を し  
5   29   807   2乙85士4．1〔I   29   1555  52，9 ±5．28   〝   ■  

占   28   占89   24．占 十4月6   2ら   1555  52．11±5．00   看   有  
5  

7   2ろ   る5る   24．5．十5．50   24  1S12  54．7 ＋4．49   看   な し  
8   2占   595   22．9 ＋d．19   22  1Z75  55．1＋5．48一   看   そ し  
9   2占   4る占   1ス92士79占   22   124〔l  5d．4 ±う55   な し．   モ し   

4   24   占52   2フ「2・＋2．55   2占   154d  51．8 ±5．52   査 し   な し  
5   25   712   28＿48±5．2る   25  1549  54．0 十5．42   〝   〝  

d   25   占99   279占＋1．54   25   155D  54．0 ±2．85   有   有  
4  

25   る9D   27占 士ろ．14   24   1515  54．8 ＋5．5る   有   覆 し  
8   25   占□1   24．0 士d．98   25   127占  555 ±5．42   策■   覆 し  
9   2占   511   19る5士777   25   1525  55．7 土4β2   な し   な し   
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棄1占 有 意．差 表（卵敏、即重）  

月別に鹿卵状況をみると．・2区妓各日とも他区よりエく、4区吐各月とも1区よりも良く、  

7、8月■に．2電エりやゝ悪かった。1†要は各月とも2咤4区より憑く、5区とは4月5月はほ  

ほ同じで、占月7月吐息く、、8月9月でミま懸かった。5！要は－2．4区エり各月とも悪く、1区と  

は4．5月ほぼ同じで占．7月が発く、8．9月は良かった。占、7、8月の各区間の有意差は乗り  

とか少である。卵竃は占月に有意が吉家められたが、’他ゐ月は有意喜ば認められなかった。卵竜  

はる月をのぞき各月とも有意差てり丁ヒをかった。   

中、大熊時代にお小て魚粉給与鶉と無給与鶏について調べてみると、占ケ月間で魚粉給与鶏  

では有意養はモかったが、無給与鴨では差が認めりれ、1区は各区間と差が認められず、2区  

吐5区よわ良く、1区と4区と吐寒が認められザ、．5区は1区と毒が認めら九ず、2区4区よ  

少悪く、4区は1区、2「茎と壬ヰ差が認められず5区エり良い結果となり、5区の長期にわたつ  

て魚粉が板絵与忙夜れ授鞋卵が低下ナるようであるが、4区のように蚤白源を各種把求めてい  

る場合軋魚粉給与区と差力妄語めら九孜かったが、羽数が少いために未読のみて断定ナること  

は観照である。  
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1  匡   2  区   5  区  

l  

魚  羽数  24   －25   24   2   なし   

粉 給  l個数   522ろ   5544   5590   515る   

与   平均   1525±う鼠51  145．4±4日．Od・   ∴＝1．5±55．5d   ・1495±255   

無   
羽致   5   5   ’5   5   あり   

給   個数   41d   

与   平均   155二7±15J〕   8口9   578  78占  

有 意 差 表   

口   2   5   4   

2  、＼  準   
5  

iモi  

＼  蔵  
I 

4  ・賢   
1   

表（18）淘汰 病類別蓑  

死亡月日  

5．25   

服型内蔵浬白色描   5．15  

1 区  197琴  肝塑白血婦   11B       152  】摂型白血梼   
5．51   

5．1  

5．5  

d．11  

1220   肝型自血鱒帝埜症   占．る   】2区  存㌻  無 産 鶏     180  リンパネック     124  脚 弼            ．5 区  114  ●   8．28  

21（～  8．27   

179   肝型白血柄   5．1  

川占   戸 墜 症   5．1  
4 区   

105   無 産 鵜  
171   肝型白血柄   

（4）解康鱒態   

5月から9月末までに死亡ま  

たは淘汰した羽数と弼掛ま次表   

のとおりであって、飼料差によ  

る傑康状矧ま特別差異はみられ  

なかったが、各区とも一時的に   

脚弱の発生をみた。各区とも5   

羽の死亡淘働こで．その率は1D．5   

％であった。  
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総  括   

斡大雪雅郎料は魚粕錦絵与区も油粕矧こよる代替区も発育体輩に差異はなく、代替区が実数偏  

においてやゝ良好であった。飼料の摂取琶は代替区がやゝ多かったが、要求率はやゝ低かった0  

疾柄は1区に4羽の榔弱く（神経型自血頗）が発生し∴2区は1羽内蔵型白血病が発生した。   

産卵鋼姶状態も婁異はないように思われた。  

（中 産卵飼料  

（イ）性成熟状態   

初産口令、初産卵蒐、初産休蒐共に有意差は認められなかった。   

5D％産卵に適っした日令は、2区1区各々1占0日1占1日で、5区4区はともに155  

日で、初産平均日令より1区2区は杓7日、5区4区は各々約4日、5日おくれた。   

卵重睾博有意差は緩められなかった。  

（ロ）塵卵状況と飼料摂取状照  

一応産み揃った4月から5ケ月毎に集めてみると、始めの5ケ月間では各区間の産卵数には  

有数差は認められなかった。7月から10月まセの5ケ月間では有意差が認められた。全期間  

では有意差が認められなかったが、2痙4区引茎1区の傾であった。卯堅は有憩差が認められ  

なかった。  

（ハ）q】、大難時代の魚粕給与と無給与を比較すると、給与した鶏ほその後異なった飼  

料を給与しても酪卵に有意差は組められず、無給与であった妙ま有意男が認められ抽こ産卵鵜  

飼料に魚粕を紛いた5区は悪くなったが、4区の各種酌矧で魚柏の代替をはかった区は悪くな   

く、ペルーミール給与の1区とほゞ同様であったが、荒粕給与の2区より悪かった。  

（ニ）解凍状態  

1区は5羽2区は2羽と触藍鶏の1羽5区5羽4区5羽と無産鶏の1羽で卵喫應1羽リンパ  

ネック1羽廊弱1羽の他は自血柄であった。   

刑弓扇については一時的に各区とも発生をみた。   

Q）換羽期聞の成扱   

この期l軌こおける産卵状況及び換羽の発生及び休産日数と給与飼料との関係を調査した。   

換羽発生状讐闇8月より調査した。  

（イ）産卵成椅  

10月1日～2月19日までの絵果は次表のように産卵率でJl．‰－40％で旧1青空当り顔，将ま，  

19ク」24ダ   
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であって、卵数は4［）．2個～55．占佃であったが検定の結果有意煮ではなかった。  

表（19） ＝〕－2月換羽期間の区別稔合成糟  

‾‾仙 
産  卵  餉  1  

区  月  動故  
個数  畢  取   

毎靡  産卵率  1日1羽 摩卵晩   
摂取蘇   

1日1羽 摂取1遣  要求率   

皿  72ロ   2る4   16．る95   る5ヱ   5占ノ   25．2  70．2ZO   97．5  4．20る  

12l  744   152   8．テ50   占占．5   177   11．8   占90口0   92．7  エ8占0  

1 727 129   8．285   d4．2   177   ‖．4   5ヱ4〔10   79．0  d．928  

2  457   141   鼠125   d4．7   5写．5   20．9   51．dO［l  118．1  畠．dld   

10  778 457   25．7占5   590   5る．2   55．1   72／780   95．5  2．824  

75〔〕   559   2ロ．495   占D．5   4占．0 l   
28．1   口 ’！  10  78D  579  22．829晦   7占．ロ80  104．2  5．712  

5鼠7   24．る   7る．4〔10  1〔）5．2  4．189  

12  ， 
ム98  

152   21．8   15．5   る8．90D   9モ；．7  7295  

2占；1   1d．4   44．570  10る．1  占．4d5   

754   527   19．705   ‖  24．∠   75．95（〕   9d．8  5．702  

5   12  744  ト 248   15．5占5   占2．0   55．5   20．7   74．8DO  10D．5  4，8占2  

1 744  21占   15．255   占1．5   29．0   1ス8   71．500  100，9  5．705  

2幸457  1占4   10．07〔）   る1．4   58．2   25月   ■・イデ5DO  108．7  4．717   

計  5．485    1594   85．925   占0．2   40，口   24．1  545．250   9鼠1  4．114   

10  775   441．  2る．175   59二4   5る．9   55．8   7占．9DO   99．2  2．958  

75D   295   18．225   59．5   24．5   74．9dO   998  4．115  

4  12  185   12．085   占9200   91．8  5．72占  

715   154   鼠7る5   d5．4   

Z   158   8．725   

る1．8  計   5．429    1215   74．975  る1．8   55こ4   21．9   3 35.5 6 O テスラ  4，47（S   皿                         74日  294毒18．240   る2．0             ‖     9445  占2．1             川418   109  占．8占5  占5．0            計  5．5る4    1551  8D．810  る0．7 ● 5鼠る   24．0  558．550  100．d  4．189    1D  8ロム  459  25．55ロ  5g．2 54．5＝     51ノ  78．580  974  5．072   皿        dO．5  45．7                                 事                     円                                                                皿                      口   754      占5．5  ＝ 20．4  1占．0                  21．占  15ノ  る8．00D  95．4  占．9占4    457      占5．2  51．る  28．0  4d．500  10る．4  5二5SO  
ー・129－   



表（20）1〔】月～2月の耗卵成績  

1 2 区   
＿  

産 卵 数   10や∴5   

均 卵 数   40．2   51．1   

1551   5 区  4 区、，          ‾1594  1215          ・5革．6   48．占   
準 備 差 ±  ± 279  ± 294  ± 2ス0  ：と ．25こ1  

飼料の摂取愚は1区2月に1羽当り10ロg以上になった机他の月はそれ以下で平均94・5g  

で轟も悪く、次いでA区も同様の経過で平均979g、5区－ま10～11月は川岬ダ以下  

．12～2月は100gをこえたが、平均991gで4区は10月と1月が1雨g以一入その  
・イ也の月は1DOg以上で平均1DO．占gであった。各区における1・日ノ1速掛〕摂取聞こ時期的   

に差があるが、これは産卵盈と換羽休産鶏の状況により善が射じてきたと恩もれるれ全期間  

トニの平均1羽1日当り飼料妓取最では大差のない状態であった。  

（ロ） 換羽鶏の発生状況  

表（21） 換羽嘲の発生状洩 （証部分換羽は換羽中体重しないもの）＼  

8   9   10  12   口  2  計－  朱換羽  ー■▲りこェー   計   

敬  D   4  9   5   2  0  19   4・   
口  0一  25  

率  4．5  174  5チ1  15旦  8．7  82．ム  1ス4  100   

数  0   5   4   占  0  15 －  円  5  22  
二   

数  口   率   1吉．d  4．5  4．5  】18，2  2不5   る8．2：  1息2＜  15．占  100   
i‘  数  0   1■  D  ：25・  

率  
数  口   率  4．5  4t5   12占．1  15．口  1ヱ4  4：5  d鼠d‡  チエ4  15．白■  1恒        口  5  5  5     l  15  5  ＝．5        4．5  115．0  121．7  21．7  4．5   る5．2  さう．7  15．0  100        占  5  皇21  15  15  ト  d5  17  ー＝ 9  91   率  皿  占．る  8．8  12さ．1  1る．5  14．5  旧  71．4  笹7  ■・99  ・．1叩  

、．換羽の発隼は5区の8月から発生したのが頗も早く‘9月に入って各区ともI；藤生．トた1：1  

月が2区を除いたほかには穀も多く、．2区は1月が椴も多かった拗蘭中に換羽をした数は約ミ  

70％で各区に宋換羽があり、また1区以外の区には部分換羽為がともに5羽あり、 
． 

卵に影響な与へたように思われる。（有意差ではないが）  
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（ハ） 産卵開始状況  

蒜（22）  月男l    産卵開  始及び率  

10  12   2   計   

数  口   ロ   2   5・   ■8．   14   5   4   0   25   占1．1±24．9  

口                           率  4ろ  8ノ   15∬   54．8   占D．9   21．7   ．1エ4  

数  0   2   0   ＝．占   9   占   4   5   ■ 22   占4．4±22．9  
2  

鼠1  45   2ス5   4t〕．9   275   18．2   15．る   1ロ0   

数  口   0   5   5   10   d  ▲   4   5   25   64．5±55ム  
5   4．5   21．7   15．0   455   2d．1   174   15．0   100   

数  0   0   2   5   5   10   5   5   5   25   7テロ±5占フ  
4                           率  8．7   15．D   21．7   45．5   21．7   21．7   15．0  1t〕8   

＝汁   

数  2   2   5   12   22   45   22   17・   9   91   dる．7  

率  乙2  2．2  5．5   15．8   24．2   4え5   24j   18．7   鼠9 100   
未終丁  来談羽  棚                                                   100  

1区の換羽休産日数は赦低21El最高118Elで、平均dl．1±24．9で2区ほ最低22日  

傲高99日平均d4．4±22▼9で偏差が少い。5区は最低29日、農高15占日、平均占4．5  

±55．る、4区は駁低44日腰高158日で、平均79．0±5る．7で日数も長く偏差も大きか  

ったが、検定の結果は宥恕羞は認められなかった。休塵日数別羽数は次のとおりであも  

表（25） 換羽休轟日数衷  

5ロ巳以‾F  凹 ‘51E以上  50日  70日   

9〔旧  11t〕日  150El  150日   ・計   

ロ   0   0   14   

2   2   2・   5   口   0  D   9   

5   2   5－  ロ  0  0   10  

4   ‖   n  占   ロ  0  1ロ  

（2）換羽期（10．月－2月）までの産卵状況と換羽状況を調度した結果   

㊤ 産卵数は各区共に羞は認められなかった。   

㊤ 飼料の摂取党争ま区により時期的に差はある彿、産卵鬼と換羽鶏の状態によって時期  

的に差が現われていた期間の1日1羽当り平均摂取鮫は大差がなかった。   

⑨ 換羽鶏の発生は部分換羽をしながら産卵していた鶏の有無により、1日1羽当り産  

卵塩に影響があるように思われるが、有意莞を起すまでにはならなかった。   

（4） そ の 他  

（イ） 試験終了時の体重は次表のとおりであり有意差は認められなしヽ  
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表（24） 終了時平均体責  

2   5   4   

平均体重   1占7β．5   1占775   1占2る．1   1695．7   

標準偏差   245．D   ±224，5   ±227．1  ±195．9  

（ロ） 試験期間中の詫死淘汰羽数及びその靖類別羽数は次表のとおりで、白血病が最も  

多かった。  

貴く25） へい死淘汰鶏月別表  

表（2占） 病規則蓑  

白血病 肝塑   5   4  

版 型   2  4 
貞4  
; 15 dD．0％  

．5   12．0   
卵つい症  

リンパネック  

衰 弓弓 ㈱  口  

璧 膨よ う  

無 産 鶏  

譲   占   7   病  類  1拡  2区  ミ区ぎ4区   計  発生率                     口   口 口             口 口  口  4．ロ        二  8．0       口 口    口  4．0          口  4．0          2  8．D     童    占i占   25  10〔〕   
以上の結果から、各区の鉛料の影矧こよる差は語法られなえ＝た。  
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